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11
月
27
日
か
ら
12
月
25
日
ま
で
の
会
期

で
11
月
定
例
会
を
開
き
ま
し
た
。
本
定
例

改
修
関
連
予
算
な
ど
を
可
決

に
健
都
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
設
置
へ

文

化

会

館

（
メ
イ
シ
ア
タ
ー
）
　

北
大
阪
健
康

医

療

都

市

会
で
は
、
文
化
会
館
（
メ
イ
シ
ア
タ
ー
）
を

改
修
す
る
た
め
に
必
要
な
関
連
予
算
等
を

計
上
し
た
一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
第
６

号
）
を
は
じ
め
、
北
大
阪
健
康
医
療
都
市

に
図
書
館
を
多
機
能
化
し
た
健
都
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
を
設
置
す
る
た
め
の
図
書
館
条
例

の
一
部
改
正
案
、
南
山
田
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
等
の
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

な
ど
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
40
件
の
議

案
は
す
べ
て
議
決
等
を
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
一
般
職

職
員
の
給
与
条
例
等
の
一
部
改
正
の
修
正

案
は
、
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。（
委

員
会
で
の
審
査
内
容
の
一
部
は
８
～
13
面

に
、
議
決
結
果
等
は
14
、
15
面
に
掲
載
）
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す い た 市 議 会 だ よ り

　12月４日から７日までの４日間で34人の議員が代表質問、質問（個人質問）を行いました。その一部を

質問順にお伝えします。（表記方法は会派の意向を尊重しています。）

　詳細な内容は、会議録をご覧ください。会議録は、市役所の市民総務室（情報公開）、図書館等に備え

ています。また、市議会のホームページでは、会議録の検索・閲覧、本会議の録画放映の視聴ができます。

代表質問・質問について

 代  表  質  問  
今定例会では7会派が代表質問を行いました。

吹
田
翔
の
会

山
や

ま

本
も

と　
　

力
つ
と
む

文
化
会
館
改
修
に
第
三
者
の
意
見
を

問　

地
震
被
害
で
使
用
中
止
と
な
っ
た
文

化
会
館
大
ホ
ー
ル
等
の
改
修
関
連
予
算
は
、

９
月
定
例
会
で
工
法
等
の
再
検
討
の
た
め
、

撤
回
さ
れ
、
今
回
再
提
案
さ
れ
た
。
同
会

館
の
実
績
は
大
き
く
、
早
急
に
改
修
し
使

用
再
開
す
べ
き
で
あ
る
が
、
再
検
討
の
際
、

第
三
者
の
意
見
は
反
映
し
た
の
か
。
ま
た
、

昨
年
度
の
長
期
休
館
で
利
用
で
き
な
か
っ

た
市
民
等
か
ら
意
見
は
あ
っ
た
の
か
。

答　

再
検
討
で
は
、
新
工
法
の
事
業
者
に

よ
る
確
認
や
学
識
経
験
者
へ
の
意
見
聴
取

に
加
え
、
外
部
委
託
を
行
い
客
観
的
に
分

析
し
た
。
昨
年
度
の
長
期
休
館
に
際
し
て

は
、
同
会
館
の
設
備
等
の
充
実
が
再
認
識

さ
れ
、
再
開
を
待
ち
望
む
意
見
が
あ
っ
た
。

特
別
教
室
の
空
調
を
早
く
整
備
せ
よ

問　

小
・
中
学
校
の
特
別
教
室
の
空
調
整

備
は
、
こ
れ
ま
で
議
会
で
多
く
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
一
向
に
進
ん
で
い
な
い
。
財
政

負
担
が
課
題
で
あ
れ
ば
、
リ
ー
ス
契
約
で

の
整
備
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

早
期
に
整
備
す
べ
き
と
強
く
認
識
し

て
お
り
、
リ
ー
ス
契
約
も
検
討
中
で
あ
る
。

引
き
続
き
、
関
係
部
局
と
協
議
を
進
め
る
。

公
　
明
　
党

井
い

の

上
う

え

真ま

佐さ

美み

い
じ
め
の
相
談
体
制
に
つ
い
て

問　

若
者
の
多
く
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
、
本
市
で
も
、
匿
名
で
い

じ
め
の
相
談
や
報
告
が
で
き
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
相
談
体
制
を
構
築
し
て
は
ど
う
か
。

答　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
は
気
軽
に

利
用
で
き
る
が
、
匿
名
の
た
め
、
具
体
的

な
対
応
に
至
っ
た
事
例
が
少
な
い
の
が
課

題
の
一
つ
と
分
析
し
て
い
る
。
引
き
続
き

課
題
解
決
に
向
け
情
報
収
集
に
努
め
る
。

南
吹
田
地
域
の
バ
ス
路
線
に
つ
い
て

問　

お
お
さ
か
東
線
の
南
吹
田
駅
が
本
年

３
月
に
開
業
す
る
が
、
バ
ス
路
線
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
と
の
協
議
状
況
を
問
う
。

答　

当
該
駅
前
交
通
広
場
へ
の
路
線
バ
ス

の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
、
阪
急
バ
ス
株
式

会
社
か
ら
は
、
採
算
性
を
見
極
め
た
う
え

で
行
い
た
い
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

問　

地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
吹
田
市
民

病
院
に
患
者
送
迎
用
バ
ス
の
当
該
地
域
へ

の
運
行
を
求
め
る
が
、
状
況
を
聞
き
た
い
。

答　

同
法
人
か
ら
は
、
民
間
路
線
バ
ス
の

状
況
や
、
当
該
患
者
送
迎
用
バ
ス
の
利
用

状
況
を
見
て
検
討
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

日
本
共
産
党

竹
た

け

村
む

ら　

博
ひ

ろ

之
ゆ

き

後
退
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
復
活
を

問　

市
長
は
就
任
時
に
、
前
市
政
か
ら
の

転
換
を
訴
え
、
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
で
８

年
分
の
仕
事
を
す
る
と
決
意
を
述
べ
た
。

前
市
政
で
大
幅
に
後
退
し
た
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
、
元
に
戻
す
こ
と
が
市
民
の

願
い
で
あ
る
が
、
実
現
で
き
た
の
か
。

答
市
長
　
　

不
適
切
に
後
退
さ
せ
た
部
分
に

つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
見
直
し
を
し
て

き
た
が
、
新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て

も
、
今
後
強
化
す
る
自
治
権
限
を
活
用
し

て
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く
。

全
員
喫
食
の
中
学
校
給
食
の
実
施
を

問　

中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府

内
の
自
治
体
の
大
半
で
全
員
喫
食
が
進
ん

で
い
る
。
本
市
の
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

成
長
を
保
障
す
る
た
め
に
、
課
題
を
明
ら

か
に
し
て
、
市
民
参
加
に
よ
る
議
論
の
場

を
設
け
、
多
く
の
市
民
の
期
待
に
応
え
て
、

よ
り
よ
い
中
学
校
給
食
の
早
期
実
施
を
求

め
る
が
、
市
長
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
市
長
　
　

全
員
喫
食
が
中
学
校
給
食
の
あ

る
べ
き
姿
と
し
て
、
実
施
可
能
な
手
法
を

教
育
委
員
会
で
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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市
民
と
歩
む
議
員
の
会

梶
か

じ

川
か

わ　

文
ふ

み

代よ

説
明
不
足
の
中
核
市
移
行
基
本
計
画

児
童
相
談
所
設
置
の
実
現
性
を
問
う

問　

保
健
所
の
職
員
数
に
つ
い
て
、
現
在

大
阪
府
は
37
人
の
職
員
で
業
務
を
行
っ
て

い
る
が
、
本
市
が
保
健
所
の
移
管
を
受
け

た
後
は
１
０
９
人
も
の
職
員
が
必
要
と
い

う
の
は
納
得
で
き
な
い
。
見
解
を
求
め
る
。

答　

１
０
９
人
は
保
健
セ
ン
タ
ー
業
務
も

合
わ
せ
て
の
人
数
で
あ
る
。

問　

計
画
に
児
童
相
談
所
の
設
置
を
検
討

す
る
と
書
い
て
い
る
だ
け
で
何
も
し
て
い

な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
児
童
相
談

所
を
設
置
す
る
の
で
あ
れ
ば
中
核
市
移
行

に
賛
成
す
る
と
い
う
議
員
も
い
る
。
本
当

に
や
る
気
が
あ
る
の
か
明
確
に
答
え
よ
。

答　

中
核
市
移
行
後
に
、
ま
ず
は
行
政
内

部
で
検
討
し
た
う
え
で
府
に
相
談
す
る
。

中
核
市
移
行
の
市
民
の
意
思
を
問
え

問　

中
核
市
移
行
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

意
思
を
尊
重
し
て
決
断
す
べ
き
で
あ
る
。

自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く
住
民
投
票
を
実

施
し
、
直
接
市
民
に
問
う
べ
き
で
な
い
か
。

答　

こ
れ
ま
で
住
民
投
票
を
行
う
こ
と
は

考
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
引
き
続
き
市
民

へ
の
説
明
、
意
見
聴
取
に
努
め
る
。

自
由
民
主
党
絆
の
会

泉
い

ず

井い　

智
と

も

弘
ひ

ろ

南
吹
田
地
域
の
地
下
水
汚
染
対
策
の 

進
し

ん

捗
ち
ょ
く

状
況
を
問
う

問　

南
吹
田
２
丁
目
及
び
そ
の
周
辺
地
域

で
は
、
有
機
塩
素
化
合
物
に
よ
る
地
下
水

汚
染
が
、
か
な
り
以
前
か
ら
確
認
さ
れ
、

こ
の
間
、
対
応
さ
れ
て
き
て
い
る
。
現
在

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定
を
聞
き
た
い
。

答　

汚
染
北
東
部
は
、
企
業
と
の
汚
染
拡

散
防
止
及
び
浄
化
措
置
に
関
す
る
合
意
書

に
基
づ
き
、
高
濃
度
汚
染
区
域
内
の
観
測

井
戸
の
一
つ
の
付
近
で
、
今
年
度
か
ら
汚

染
地
下
水
を
く
み
上
げ
、
企
業
が
処
理
し

て
い
る
。
ま
た
、
他
の
観
測
井
戸
周
辺
に

お
い
て
も
、
対
策
の
実
施
を
進
め
て
い
る
。

問　

汚
染
北
東
部
の
地
下
水
汚
染
対
策
が

開
始
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
が
、
汚
染

北
西
部
で
も
、
一
部
で
比
較
的
高
濃
度
の

地
下
水
汚
染
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
市
の

対
応
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

汚
染
北
西
部
で
は
、
観
測
井
戸
を
増

設
し
、
詳
細
に
汚
染
状
況
の
調
査
等
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
下
水
の
上
流
側
に
位

置
す
る
企
業
敷
地
内
の
汚
染
状
況
の
把
握

等
が
必
要
と
の
学
識
経
験
者
の
意
見
も
あ

り
、
今
後
は
、
企
業
に
も
協
力
を
求
め
て
汚

染
状
況
を
把
握
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

吹
田
新
選
会

後ご

藤
と

う　

恭
き
ょ
う

平
へ

い

市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

問　

政
治
家
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
社
会

情
勢
等
に
よ
っ
て
も
変
化
す
る
か
ら
こ
そ
、

自
身
の
政
治
姿
勢
が
大
切
に
な
る
と
考
え

る
。
市
長
は
、
就
任
後
の
約
３
年
半
を
振

り
返
り
、
ど
の
よ
う
な
政
治
家
で
あ
っ
た

と
自
己
評
価
を
し
て
い
る
の
か
。

答
市
長
　
　

現
時
点
で
の
自
己
評
価
は
控
え

る
が
、
吹
田
の
強
み
を
さ
ら
に
伸
ば
す
た

め
に
、
長
年
の
行
政
経
験
等
を
生
か
し
な

が
ら
、
独
自
の
強
み
を
発
揮
し
て
き
た
と

自
負
し
て
い
る
。

児
童
相
談
所
等
の
設
置
へ
の
考
え
は

問　

児
童
相
談
所
は
、
中
核
市
移
行
後
に

設
置
を
検
討
さ
れ
る
が
、
子
ど
も
の
命
を

救
う
た
め
に
は
費
用
対
効
果
に
関
係
な
く
、

そ
の
次
の
段
階
の
公
設
児
童
養
護
施
設
も

含
め
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
。
両
施
設
の

設
置
に
対
す
る
市
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答
市
長
　
　

同
相
談
所
は
、
今
後
も
重
要
性

が
高
ま
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
中
核
市
等
で

な
け
れ
ば
、
運
営
が
認
め
ら
れ
な
い
重
要

な
施
設
で
あ
る
た
め
、
同
養
護
施
設
の
設

置
も
含
め
、
移
行
後
の
移
譲
事
務
が
順
調

に
回
り
始
め
た
時
点
で
、
検
討
を
深
め
る
。

大
阪
維
新
の
会

橋
は

し

本
も

と　
　

潤
じ
ゅ
ん

既
存
不
適
格
の
施
設
の
解
消
に
向
け 

建
設
的
に
議
論
で
き
る
よ
う
に
せ
よ

問　

本
市
の
学
校
校
舎
の
多
く
は
、
建
築

時
に
は
適
法
で
あ
っ
た
が
、
法
改
正
等
で

既
存
不
適
格
と
な
っ
て
い
る
。
既
存
不
適

格
は
違
法
で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
根
拠
に
、

市
が
正
当
性
を
主
張
し
て
は
、
議
会
で
建

設
的
な
議
論
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
市
長
　
　

法
以
上
の
高
質
化
を
求
め
る
議

論
は
、
財
政
が
厳
し
い
自
治
体
で
は
困
難

で
あ
る
が
、
本
市
で
は
議
会
で
前
向
き
な

主
張
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
強
み
を
実
感
す

る
。
安
全
性
の
向
上
は
、
議
員
の
主
張
と
同

じ
で
あ
り
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。

交
通
対
策
に
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
を

問　

国
は
、
交
通
事
故
対
策
を
対
症
療
法

型
か
ら
科
学
的
防
止
型
に
転
換
す
る
た
め
、

自
動
車
の
走
行
情
報
を
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と

し
て
活
用
し
て
い
る
。
本
市
の
道
路
管
理

で
も
、
事
故
が
相
次
ぐ
垂
水
保
育
園
前
の

道
路
等
の
対
策
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答　

警
察
と
協
議
し
、
交
通
量
が
多
く
事

故
の
懸
念
が
あ
る
同
保
育
園
前
の
道
路
も

含
め
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
事

故
防
止
に
生
か
せ
る
か
を
模
索
し
た
い
。
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質問（個人質問）

今定例会では27人の議員が質問（個人質

問）を行いました。

公
　
明
　
党

吉
よ

し

瀬せ　

武
た

け

司し

就
学
後
も
含
め
た
子
育
て
支
援
を

問　

本
市
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
と
し
て
、

吹
田
版
ネ
ウ
ボ
ラ
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

利
用
者
で
あ
る
市
民
の
視
点
で
幅
広
く
捉

え
、
就
学
後
も
含
め
た
継
続
的
な
支
援
や

相
談
体
制
の
充
実
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

今
後
、
小
学
生
以
上
の
子
ど
も
を
持

つ
保
護
者
か
ら
の
相
談
状
況
を
見
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
教
育
委
員
会
等
の
関
係
部

局
と
の
連
携
も
検
討
す
る
。

吹
田
新
選
会

石
い

し

川
か

わ　
　

勝
ま
さ
る

上
の
川
周
辺
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　

上
の
川
周
辺
は
、
歩
行
空
間
不
足
等

に
よ
り
、
交
通
安
全
対
策
に
課
題
が
あ
り
、

長
年
再
整
備
に
向
け
要
望
を
行
っ
て
き
た
。

今
般
、
よ
う
や
く
再
整
備
実
現
の
可
能
性

が
出
て
き
た
が
、
そ
の
経
緯
を
聞
き
た
い
。

答　

大
阪
府
と
協
議
を
行
う
中
で
、
河
川

を
府
道
の
地
下
に
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
生

ま
れ
る
空
間
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
、

一
定
の
実
現
性
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
事

業
化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
に
至
っ
た
。

公
　
明
　
党

小こ

北
き

た　

一
か

ず

美み

北
千
里
市
民
体
育
館
に
つ
い
て

問　

地
震
で
甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
北
千

里
市
民
体
育
館
の
復
旧
に
つ
い
て
、
わ
が

会
派
は
、
本
市
に
は
な
い
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

等
が
で
き
る
総
合
体
育
館
と
す
る
こ
と
を

要
望
し
て
き
た
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
市
長　

高
額
な
予
算
で
経
年
施
設
を
大

規
模
改
修
す
る
妥
当
性
は
低
い
と
考
え
る
。

魅
力
的
な
総
合
体
育
館
に
変
え
る
提
案
は
、

将
来
市
民
へ
の
投
資
等
か
ら
も
合
理
的
で
、

実
現
可
能
性
等
を
調
査
し
検
討
し
て
い
く
。

公
　
明
　
党

矢や

野の

伸
し

ん

一
い

ち

郎
ろ

う

災
害
時
の
新
た
な
情
報
伝
達
方
法
を

問　

名
古
屋
市
で
は
、
災
害
時
に
自
動
で

電
源
が
入
る
な
ど
し
て
、
緊
急
の
防
災
情

報
の
放
送
が
聞
け
る
防
災
ラ
ジ
オ
の
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
の
同
ア
プ
リ
等
を

運
用
し
て
い
る
。
本
市
で
も
、
新
し
い
情

報
伝
達
方
法
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

災
害
時
の
情
報
伝
達
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
強
く
認

識
し
て
お
り
、
先
進
事
例
を
基
に
効
果
的

な
方
法
を
関
係
部
局
と
連
携
し
検
討
す
る
。

日
本
共
産
党

玉
た

ま

井い

美み

樹き

子こ

自
転
車
搬
送
コ
ン
ベ
ア
の
設
置

問　

Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
の
地
下
道
の
斜
路
付
階

段
へ
の
自
転
車
搬
送
コ
ン
ベ
ア
設
置
に
つ

い
て
は
、
市
民
か
ら
の
要
望
が
多
く
、
長

年
、
わ
が
会
派
も
求
め
続
け
て
き
た
。
今
回
、

コ
ン
ベ
ア
設
置
の
設
計
予
算
が
提
案
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
の
予
定
を
聞
き
た
い
。

答　

本
年
９
月
ま
で
設
計
業
務
を
実
施
し
、

来
年
度
に
設
置
工
事
の
予
算
を
提
案
し
た

い
。
そ
の
後
、
来
年
９
月
末
に
は
工
事
を

完
了
し
、
10
月
に
供
用
を
開
始
し
た
い
。

公
　
明
　
党

野の

田だ　

泰
や

す

弘
ひ

ろ

南
正
雀
出
張
所
の
施
設
整
備
を
図
れ

問　

南
消
防
署
南
正
雀
出
張
所
は
、
他
の

出
張
所
よ
り
狭
あ
い
で
救
急
車
の
配
備
も

な
い
。
ま
た
、管
内
地
域
は
阪
急
京
都
線
で

隔
て
ら
れ
た
市
南
東
部
で
あ
る
た
め
、
災

害
時
に
は
、
踏
切
閉
鎖
等
で
救
急
隊
到
着

の
遅
延
が
想
定
さ
れ
る
。
救
急
車
の
配
備

を
含
め
、
施
設
を
整
備
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　

現
時
点
で
は
、
当
該
出
張
所
の
再
整

備
等
の
計
画
は
な
い
が
、
検
討
の
際
に
は
、

救
急
車
等
の
適
切
な
配
置
に
努
め
て
い
く
。

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

馬ば

場ば

慶
け

い

次じ

郎
ろ

う

共
働
き
世
帯
の
負
担
を
解
消
せ
よ

問　

留
守
家
庭
児
童
育
成
室
で
は
、
夏
休

み
期
間
中
の
児
童
の
昼
食
は
弁
当
持
参
の

た
め
、
保
護
者
の
負
担
が
非
常
に
大
き
い
。

ま
た
、
猛
暑
で
の
保
存
に
よ
る
衛
生
面
も

危
惧
さ
れ
る
。
奈
良
市
で
は
仕
出
し
弁
当

の
昼
食
提
供
を
始
め
た
が
、
本
市
で
も
、
ま

ず
保
護
者
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
て
は
ど
う
か
。

答　

食
育
の
観
点
か
ら
弁
当
の
持
参
と
し

て
い
る
が
、
保
護
者
負
担
が
大
き
い
た
め
、

ま
ず
、
他
市
状
況
の
調
査
研
究
に
努
め
る
。
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定
例
会
の
概
要

代

表

質

問

質
　
　
問

常

任

委

員

会

議

決

結

果

意

見

書

等

公
　
明
　
党

浜
は

ま

川
か

わ　
　

剛
つ
よ
し

認
知
症
の
早
期
発
見
の
取
り
組
み
を

問　

65
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
市
が
実

施
し
て
い
る
健
康
診
査
等
の
受
診
時
に
、

認
知
症
の
簡
易
検
査
を
行
い
、
疑
い
の
あ

る
方
に
は
、
精
密
検
査
を
受
診
し
て
も
ら

う
な
ど
、
認
知
症
の
早
期
発
見
・
治
療
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答　

簡
易
検
査
の
実
施
に
は
、
実
施
体
制

の
構
築
等
に
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
今
後
、

先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
関

係
部
局
と
連
携
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

吹
田
新
選
会

足あ

立
だ

ち　

将
の

ぶ

一
か

つ

安
心
、
安
全
な
水
道
事
業
の
継
続
を

問　

平
成
28
年
度
か
ら
の
水
道
料
金
の
値

上
げ
率
を
下
方
修
正
し
た
こ
と
で
、
実
施

予
定
で
あ
っ
た
水
道
管
路
の
更
新
等
に
影

響
が
出
て
い
る
。
安
心
、
安
全
な
水
道
事

業
を
継
続
さ
せ
る
た
め
、
水
道
料
金
の
値

上
げ
の
改
定
が
さ
ら
に
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
健
全
な
水

道
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
管
路
の
更

新
等
に
係
る
財
源
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、

早
期
の
料
金
改
定
が
必
要
で
あ
る
。

公
　
明
　
党

坂
さ

か

口
ぐ

ち　

妙
た

え

子こ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
活
用
せ
よ

問　

災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る
に
は
、

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
防
災
行
動
計
画
）
の
作
成

な
ど
、
ソ
フ
ト
面
の
対
策
も
重
要
で
あ
る
。

災
害
発
生
時
は
、
そ
れ
に
沿
っ
て
対
策
を

進
め
る
べ
き
だ
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　

台
風
の
場
合
は
、
多
様
な
被
害
状
況

へ
の
対
応
が
必
要
な
た
め
、
一
律
の
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
作
成
は
難
し
い
が
、
昨
年
の

災
害
時
の
対
応
を
踏
ま
え
、
一
定
の
行
動

計
画
の
作
成
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

自
由
民
主
党
絆
の
会

澤
さ

わ

田だ　

直
な

お

己き

Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
周
辺
の
再
整
備
に 

向
け
た
意
見
交
換
の
場
を
設
け
よ

問　

Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
周
辺
地
域
の
関
係
団
体

等
の
総
意
と
も
言
え
る
駅
周
辺
再
整
備
の

要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。
商
業
空
間
の
都

市
拠
点
と
し
て
駅
周
辺
再
整
備
を
官
民
連

携
で
進
め
る
た
め
に
も
、
関
係
者
と
の
意

見
交
換
の
場
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
市
長　

市
に
は
、
ま
ち
の
将
来
の
在
り

方
を
見
定
め
、
実
現
さ
せ
る
責
任
が
あ
り
、

ま
ず
方
向
性
を
確
認
す
る
場
を
設
け
た
い
。

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

五い

十そ

川
が

わ

有ゆ

香か

公
文
書
公
開
請
求
に
お
け
る 

矛
盾
す
る
非
公
開
決
定
に
つ
い
て

問　

税
務
部
は
、
こ
れ
ま
で
部
分
公
開
決

定
で
交
付
し
て
い
た
公
文
書
に
つ
い
て
、

法
令
等
の
改
正
も
な
い
中
で
、
な
ぜ
非
公

開
決
定
に
し
た
の
か
。
そ
れ
な
ら
ば
、
以
前
、

交
付
し
た
公
文
書
は
回
収
し
た
の
か
。

答　

税
務
情
報
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
、

分
離
し
て
扱
え
な
い
旨
の
大
阪
府
の
回
答

に
基
づ
き
非
公
開
と
し
た
が
、
既
交
付
の

公
文
書
の
取
り
扱
い
は
変
更
し
て
い
な
い
。

吹
田
翔
の
会

澤
さ

わ

田だ　

雅
ま

さ

之
ゆ

き

学
校
の
部
活
動
の
適
切
な
運
営
を

問　

大
阪
府
教
育
委
員
会
は
、
運
動
部
活

動
の
適
切
な
運
営
等
に
関
す
る
国
の
通
知

を
受
け
、
運
動
部
活
動
の
在
り
方
に
関
す

る
方
針
を
策
定
し
た
。
本
市
教
育
委
員
会

は
同
方
針
を
各
校
に
ど
う
周
知
す
る
の
か
。

答　

同
方
針
は
、
部
活
動
の
休
養
日
を
設

け
る
な
ど
、
生
徒
や
教
員
に
望
ま
し
い
環

境
構
築
の
観
点
で
策
定
さ
れ
て
い
る
。
本

市
教
育
委
員
会
で
も
方
針
を
策
定
し
、
本

年
度
中
に
各
校
へ
周
知
を
予
定
し
て
い
る
。

日
本
共
産
党

塩
し

お

見み

み
ゆ
き

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
評
価
は

問　

千
里
丘
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
、
阪
急
バ
ス
株
式
会
社
に
運
営
を
委
託

し
、
運
賃
・
広
告
収
入
、
市
の
補
助
金
で

運
行
を
続
け
、
利
用
者
を
増
や
し
て
き
た
。

同
バ
ス
に
対
す
る
市
の
評
価
を
聞
き
た
い
。

答　

バ
ス
運
行
ル
ー
ト
の
増
設
や
見
直
し

な
ど
、
利
用
促
進
を
試
行
し
た
結
果
、
利

用
者
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
地
域
の
交

通
手
段
と
し
て
定
着
し
、
公
共
交
通
と
し

て
の
必
要
性
は
高
い
と
評
価
し
て
い
る
。

自
由
民
主
党
絆
の
会

白
し

ら

石
い

し　
　

透
と
お
る

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

問　

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
更
新
時
期

が
集
中
す
る
た
め
、
市
の
財
源
確
保
が
懸

念
さ
れ
る
。
適
切
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
安
定
し
た
財
政
運
営
の
両
立
の
た
め
、

自
治
体
経
営
の
視
点
で
、
総
合
的
に
管
理

等
を
行
う
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
意

識
し
た
維
持
管
理
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

最
適
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

観
点
か
ら
、
業
務
内
容
を
精
査
し
、
公
共
施

設
の
効
率
的
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。
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自
由
民
主
党
絆
の
会

松
ま

つ

谷
た

に　

晴
は

る

彦
ひ

こ

不
登
校
支
援
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う

問　

不
登
校
の
児
童
、
生
徒
へ
の
支
援
は
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
学
校
の
役
割
も
重

要
だ
が
、
そ
の
支
援
体
制
に
は
、
医
療
等

の
関
係
機
関
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。

今
後
、
教
育
環
境
の
充
実
に
向
け
、
ど
の
よ

う
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

不
登
校
等
を
生
み
出
さ
な
い
指
導
体

制
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
医
療
機
関
や

民
間
団
体
等
と
の
連
携
を
含
め
た
支
援
体

制
を
研
究
し
ビ
ジ
ョ
ン
に
反
映
し
て
い
く
。

日
本
共
産
党

山
や

ま

根ね　

建
た

け

人と

自
衛
隊
の
砲
弾
事
故
に
つ
い
て

問　

昨
年
11
月
に
、
滋
賀
県
高
島
市
の
陸

上
自
衛
隊
饗あ

い

庭ば

野の

演
習
場
で
、
訓
練
中
に

砲
弾
が
場
外
の
国
道
付
近
に
着
弾
し
、
そ

の
破
片
で
民
間
車
両
が
破
損
し
た
。
着
弾

地
点
は
、
吹
田
市
立
少
年
自
然
の
家
か
ら

非
常
に
近
い
が
、
こ
の
重
大
事
案
に
対
し

て
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。

答
市
長　

高
島
市
長
に
電
話
を
し
、
最
新

情
報
の
提
供
と
、
防
衛
省
に
抗
議
の
意
思

を
共
に
伝
え
て
も
ら
う
よ
う
、
依
頼
し
た
。

日
本
共
産
党

上
う

え

垣
が

き　

優
ゆ

う

子こ

ベ
ラ
ン
ダ
発
電
の
普
及
促
進
を

問　

自
然
災
害
の
多
発
で
、
自
宅
の
ベ
ラ

ン
ダ
で
の
太
陽
光
発
電
が
注
目
さ
れ
、
防

災
の
視
点
か
ら
も
有
効
と
考
え
る
。
こ
の

取
り
組
み
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
も
、
環

境
ま
ち
づ
く
り
基
金
を
活
用
で
き
な
い
か
。

答　

ベ
ラ
ン
ダ
発
電
が
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
だ
け
で
な
く
、
防
災
等
へ
の
多
様
な

課
題
に
も
貢
献
で
き
る
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
の
効
果
的
な
手
法
と
な
り
得

る
の
か
、
他
市
事
例
を
参
考
に
検
討
す
る
。

無
所
属
ク
ラ
ブ

生
い

く

野の　

秀
ひ

で

昭
あ

き

下
水
道
工
事
の
不
正
事
件
を
問
う

問　

当
該
工
事
の
現
場
代
理
人
は
、
元
暴

力
団
員
で
血
税
が
暴
力
団
の
資
金
に
流
れ

た
可
能
性
も
あ
る
。
な
ぜ
契
約
し
た
の
か
。

答　

事
業
者
が
暴
力
団
関
係
者
等
で
は
な

い
旨
の
誓
約
書
を
提
出
し
た
た
め
で
あ
る
。

問　

経
歴
を
知
る
職
員
が
恐
れ
て
指
摘
を

見
送
っ
た
結
果
、
事
件
が
発
生
し
た
と
想

像
す
る
が
、
指
針
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

副
市
長　

公
正
な
契
約
事
務
等
が
確
保

で
き
る
よ
う
、
必
要
な
検
討
を
進
め
る
。

大
阪
維
新
の
会

斎
さ

い

藤
と

う　
　

晃
あ
き
ら

景
観
に
配
慮
し
た
公
共
サ
イ
ン
を

問　

本
市
で
は
、
注
意
喚
起
等
の
公
共
サ

イ
ン
を
各
部
局
で
設
置
し
て
い
る
が
、
デ

ザ
イ
ン
の
統
一
性
や
景
観
へ
の
配
慮
が
見

ら
れ
な
い
。
景
観
担
当
部
局
が
主
体
と
な

っ
た
組
織
横
断
的
な
対
応
と
公
共
サ
イ
ン

の
整
備
方
針
の
策
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
市
長　

提
案
の
と
お
り
、
組
織
横
断
的

に
デ
ザ
イ
ン
の
確
認
や
判
断
を
行
う
担
当

を
設
け
、
速
や
か
に
新
た
な
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

大
阪
維
新
の
会

井い

口
ぐ

ち　

直
な

お

美み

認
知
症
予
防
に
つ
い
て

問　

認
知
症
予
防
に
は
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ（
軽
度
認

知
障
害
）の
段
階
で
発
見
す
る
こ
と
が
、
有

効
と
言
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
健
康
診

査
時
等
に
、
併
せ
て
認
知
症
検
査
を
実
施

す
る
な
ど
の
工
夫
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

介
護
教
室
等
で
気
付
き
を
促
す
た
め

に
認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
て

い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
有
効
活
用
を
図
る

た
め
、
関
係
部
局
と
連
携
し
、
早
期
発
見

等
の
仕
組
み
づ
く
り
を
研
究
し
て
い
く
。

日
本
共
産
党

倉
く

ら

沢
さ

わ　
　

恵
さ
と
し

北
山
田
小
学
校
の
通
学
路
に
つ
い
て

問　

北
山
田
小
学
校
の
通
学
路
で
あ
る
府

道
箕
面
摂
津
線
の
拡
幅
工
事
が
行
わ
れ
て

い
る
。
工
事
完
了
後
、
通
学
路
の
安
全
対

策
と
し
て
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
南
西
部
の
曲
が
り

角
付
近
に
横
断
歩
道
を
設
置
す
る
方
向
で
、

大
阪
府
茨
木
土
木
事
務
所
が
吹
田
警
察
署

と
協
議
中
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後

も
、
横
断
歩
道
の
設
置
を
含
め
、
通
学
路
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
、
双
方
に
要
望
す
る
。

大
阪
維
新
の
会

榎
え
の
き

内
う

ち　
　

智
さ
と
し

市
政
運
営
と
政
党
の
関
わ
り
を
問
う

問　

市
政
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
政
党

と
の
距
離
感
は
、
本
市
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
た
め
、
大
変
重
要
で
あ
る
。
市
長
は
、

市
政
運
営
を
行
う
に
あ
た
り
、
政
党
と
の

関
わ
り
や
距
離
感
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答
市
長　

市
政
運
営
は
市
長
個
人
の
思
い

で
行
う
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

政
党
間
の
距
離
感
に
つ
い
て
、
個
別
具
体

に
答
え
る
立
場
に
な
い
。
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自
由
民
主
党
絆
の
会

藤
ふ

じ

木き　

栄
え

い

亮
す

け

い
き
い
き
署
名
に
つ
い
て

問　

「
い
き
い
き
署
名
」
は
、
市
の
職
員
労

働
組
合
等
が
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
署
名

活
動
の
際
に
使
用
し
て
い
る
チ
ラ
シ
に
は
、

市
の
複
数
の
施
策
が
、
署
名
に
よ
り
実
現

し
た
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
事
実
な
の
か
。

答
副
市
長　

事
実
で
は
な
い
。

問　

職
員
が
、
事
実
と
異
な
る
事
例
を
示

し
て
署
名
活
動
を
行
う
こ
と
は
、
市
民
の

誤
解
を
招
く
行
動
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
同　

事
実
な
ら
ば
、
遺
憾
で
あ
る
。

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

池
い

け

渕
ぶ

ち

佐さ

知ち

子こ

学
校
環
境
衛
生
検
査 

未
実
施
の
検
査
項
目
を
減
ら
せ

問　

学
校
保
健
安
全
法
で
、
学
校
の
環
境

衛
生
検
査
の
実
施
や
適
切
な
環
境
維
持
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。
本
市
の
小
・
中
学
校

の
同
検
査
で
未
実
施
の
項
目
を
聞
き
た
い
。

答　

検
査
対
象
46
項
目
の
う
ち
、
教
室
等

の
環
境
に
係
る
ダ
ニ
ま
た
は
ダ
ニ
ア
レ
ル

ゲ
ン
の
検
査
な
ど
の
項
目
が
未
実
施
で
あ

る
。
今
後
、
他
市
の
状
況
等
も
参
考
と
し
、

検
査
の
実
施
を
検
討
す
る
。

自
由
民
主
党
絆
の
会

里さ

と

野の　

善よ

し

徳の

り

小
・
中
学
校
の
教
室
不
足
に
対
応
を

問　

本
市
の
児
童
・
生
徒
数
は
毎
年
増
加

し
て
お
り
、
今
後
、
複
数
の
小
・
中
学
校

で
普
通
教
室
等
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
。

校
舎
の
増
築
等
に
は
時
間
も
要
す
る
た
め
、

早
急
に
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

既
存
教
室
を
転
用
す
る
な
ど
対
応
方

法
は
複
数
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
、
教
育
活

動
へ
の
支
障
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の

調
整
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
状
況
を
見

通
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

自
由
民
主
党
絆
の
会

奥
お

く

谷
た

に　

正
ま

さ

実み

２
０
２
５
年
国
際
博
覧
会
に
つ
い
て

問　

昭
和
45
年
に
本
市
で
開
催
さ
れ
た
万

博
で
、
本
市
地
域
無
形
民
俗
文
化
財
「
山

田
権ご

ん

六ろ
く

お
ど
り
」
が
披
露
さ
れ
た
。
大
阪
開

催
の
２
０
２
５
年
の
万
博
で
も
、
再
び
披

露
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

太
陽
の
塔
の
世
界
遺
産
登
録
に
協
力
す
る

申
し
入
れ
を
、
大
阪
府
に
し
て
は
ど
う
か
。

答
市
長　

他
の
文
化
財
を
含
め
主
催
者
に

提
案
し
た
い
。
世
界
遺
産
登
録
も
、
府
の
依

頼
が
あ
れ
ば
、
連
携
し
て
取
り
組
み
た
い
。

　パソコン、スマートフォン等で、議会の会議録（本会議録、委員会記録）をご覧になれます。

　なお、本会議については、正式な会議録が作成されるまでの間、速報版を掲載しています。

（速報版は、本会議最終日（討論・採決）から、おおむね20日以内にその会期中の会議録を掲載し、

正式な会議録を会議録検索システムに掲載した時点で削除します。）

本会議録の速報版の閲覧方法

①をクリックすると、閲覧したい日の会議

録が選べます。

会議録検索システムの閲覧方法

②をクリックすると、検索システムのトッ

プ画面が表示されますので、右上にある

「検索」ボタンをさらにクリックし、表示さ

れた画面内の対象年、キーワード、発言

者、会議の種類などの条件を絞

り込めば、質問や答弁を検索す

ることができます。

市議会ホームページから会議録の検索、閲覧ができます。

①

②

市議会の

ホームページ

会議録

検索システム 
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常任委員会の審査から

予
算
常
任
委
員
会

【
審
査
案
件
】

予
算
関
係
の
議
案

　

予
算
常
任
委
員
会
に
は
予
算
案
10
件

が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
付
託
案
件
、

主
な
内
容
（
審
査
内
容
・
結
果
を
含
む
）

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

主 な 付 託 案 件

議案第127号　一般会計補正予算（第６号）

　 大阪府北部を震源とする地震及び台風21号により被害を受けた武道館（山

田北２番）の修繕経費など、2億6,913万円の増額補正のほか、債務負担行

為(複数年度にわたり支出を予定する事業)補正として、文化会館改修事業

等を追加

議案第130号　一般会計補正予算（第７号）

　 一般職の職員の給与のほか、市長等常勤の特別職の職員及び議員に係る期

末手当の改定等に伴う経費9,605万円を増額補正

〈主な内容〉

○吹田市議会議員及び市長選挙執行事業 

 36万円

○大阪府議会議員選挙執行事業 817万円

それぞれの選挙において、山田南１番の商業施

設（イズミヤ千里丘店）内に期日前投票所を１か

所増設するための経費を追加

○ 既存介護施設等の 

スプリンクラー整備支援事業 182万円

火災発生時に自力で避難することが困難な高齢

者が多く入所する介護施設等を対象に、スプリ

ンクラーの整備費用を助成

○ 認知症高齢者グループホーム等の 

防災改修等支援事業 1,765万円

認知症高齢者グループホーム等を対象に、施設

等の防災補強改修に要する費用を助成

○私立認定こども園整備費助成事業 

 3,814万円

待機児童の解消に向け、認定こども園の増築及

び大規模修繕を行う社会福祉法人に対し、その

整備費用を助成

○環境美化事業 387万円

阪急吹田駅周辺を環境美化推進重点地区及び路

上喫煙禁止地区に指定するにあたり、周知・啓

発等に係る経費を追加

○北大阪健康医療都市推進事業 9万円

健都グランドオープンイベント企画運営業務の

事業者選定ならびに健都レールサイド公園及び

健都ライブラリー（岸部新町など）の指定管理者

候補者選定に係る経費を追加

○武道館災害復旧事業 2,540万円

○公園等災害復旧事業 6,420万円

平成30年７月豪雨により損傷した古江台展望緑

地（古江台１丁目）の本復旧に要する経費を追加

議案第127号　一般会計補正予算（第６号）
全員賛成で

承 認
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改修事業に係る債務負担行為（今後の支出予定限度額約45億円）
が新たに設定された文化会館（メイシアター）

吹田市役所

〈総括質疑の主な質疑項目〉

○阪急吹田駅周辺を環境美化推進重点

地区及び路上喫煙禁止地区に指定す

るにあたり、喫煙所の設置場所を慎

重に検討する必要性

○健都レールサイド公園と健都ライブ

ラリーの両施設の効用を最大限に発

揮できる指定管理者候補者を選定す

るための選定委員会委員の選任

○過去の入札不調原因を踏まえた文化

会館改修事業の発注方法の検討及び

改修期間中の代替施設の確保

〈賛成意見の概要〉

○文化会館の改修にあたり、尊重されるべき障がい者の声が反映されていない。改修内容等の修正を強く求

める。また、これまでのたび重なる入札不調の原因についての不明確な答弁や、中ホール天井の部材落下

の事実を市が公表していなかったことは問題であるが、ほかの予算等の関係もあるので、賛成する。

○文化会館の改修は、入札不調や大阪府北部地震の影響もあり、難航してきたが、リニューアルされた施設

がこれまで以上の機能を有し、市民等に愛される施設となるよう期待し、賛成する。

賛成多数で

承 認

〈内容〉

○給与改定経費ほか 9,605万円

※ 本案は、議案第129号（一般職職員の給与条例

等の一部改正）に関連する予算案です。議案第

129号の審査内容等については、10面をご覧

ください。

〈反対意見の概要〉

○ 年間１億円程度の市民負担は、到底理解される

ものではなく、市の説明の姿勢にも熱意や努力

が全く感じられないので、反対する。

○ 議案第129号に対する修正案の提案も予定して

いるので、反対する。

※ 分科会や委員会の質疑内容等は、委員会記録をご覧ください。また、本会議での賛否の状況は、15面の賛

否一覧表をご覧ください。

議案第130号　一般会計補正予算（第７号）
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〈主な質疑項目〉

○少子高齢化を解決するための施設整備等を入札

条件に加えなかった理由

○将来的な行政ニーズの予測ができていないにも

かかわらず、拙速に売却を進めることの是非

○建設される建物を本市が区分所有し、行政サー

ビスを提供する可能性

○隣接する市有地（※）への福祉施設や保育施設の

誘致

　※ 北千里小学校跡地に建設予定の複合施設の北

側及び北千里保育園跡地の市有地

〈賛成意見の概要〉

○地域住民の要望や市の政策課題である、少子高齢化を解決するための施設整備について、事業者との協議

が折り合わない場合、売却で積み立てられる基金を活用し、必ず実現すべきである。

〈反対意見の概要〉

○ニュータウン地域の行政ニーズについて、十分な調査や議論がされておらず、この土地が将来にわたって

必要ないと判断できる状況ではないため、現段階では土地を処分することに反対である。

議案第118号　旧北千里小学校グラウンドの土地の処分

〈主な質疑項目〉

○人事院勧告に準拠し、給与改定等を行う根拠

○特別職の職員や議員の期末手当に関し、改定を

行う前に特別職報酬等審議会に諮問する必要性

○法的拘束力のない同勧告に準拠するだけでなく、

市内の民間給与の実態を独自に調査、検討した

うえで、本案を提案する必要性

〈反対意見の概要〉

○本提案は、客観性や公平性、必然性に乏しく、

提案根拠に疑問があり、また年間１億円近い支

出増は、市民負担であるため、反対する。

○今回の人事院勧告への対応について、特別職や

議員の期末手当は、大阪府内でも実施しない市

も12市ある。この状況を踏まえ、本条例に対す

る修正案の提案も考えているので、反対する。

議案第129号　一般職職員の給与条例等の一部改正

賛成多数で

承 認

賛成多数で

承 認

議案第118号　旧北千里小学校グラウンドの土地の処分

　 本市が所有する旧北千里小学校グラウンド（青山台１丁目）の土地（8,775㎡）

を東急不動産株式会社、阪急阪神不動産株式会社及び住友商事株式会社に

50億1,500万円で売却するものです。

議案第129号　一般職職員の給与条例等の一部改正

　 一般職の職員の給与のほか、市長等常勤の特別職の職員及び議員に係る期

末手当の改定等を行うものです。

売却される旧北千里小学校のグラウンド跡地
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賛成多数で

承 認

〈主な質疑項目〉

○健康、医療の知識に詳しい司書の配置

○設置目的を十分に達成できる職員体制の確保

○指定管理業務に選書やレファレンスも含める必

要性

○指定管理者が窓口業務まで担うことの是非

〈賛成意見の概要〉

○事業を進めるにあたっては、説明責任を十分に

果たし、市民に喜ばれる、充実した図書館にさ

れたい。

〈その他の意見の概要〉

○健都レールサイド公園の条例案の審査を待って、

賛否を明らかにしたいので、退席する。

議案第108号　図書館条例の一部改正

〈主な質疑項目〉

○震災による休業に応じて委託料を減額する可能性

○指定管理者候補者との委託料減額に関する協議

状況

○本市独自の運営方針の策定

○利用者が減少する市民プールの今後の在り方の

検討

議案第120号　市民プールの指定管理者の指定

全員賛成で

承 認

全員賛成で

承 認

議案第108号　図書館条例の一部改正

　 健都ライブラリーを岸部新町に設置し、一部の業務について指定管理者制

度を導入するものです。

議案第109号　少年自然の家条例の一部改正

　 少年自然の家の名称及び設置目的等を変更するとともに、指定管理者制度

を導入し、運営審議会を廃止するものです。

議案第120号　市民プールの指定管理者の指定

　 ＫＮＳ吹田市民プール共同事業体を、平成31年４月１日から平成36年３月

31日まで指定管理者に指定するものです。

○市内外の利用者を厳正に確認したうえで、宿泊料を　

徴収する仕組みの構築

○新たな設置目的が教育委員会所管施設として適さない

可能性

〈賛成意見の概要〉

○遠方施設であり、管理体制の確認が困難になることを

危惧する。教育委員会会議でも十分に審議されたい。

○教育委員会の所管に適さない施設になる懸念はある

が、資産の有効活用につながるので、賛成する。

〈反対意見の概要〉

○緊急事態への対応など、利用者の安全が保障されない

指定管理者制度の導入には反対である。

〈主な質疑項目〉

○使用者の範囲の制限を廃止することによる

青少年の利用への影響

○小・中学校の利用を増やす取り組みの推進

○運営審議会の委員を新たに設置する利用者

懇談会の委員に推薦する必要性

議案第109号　少年自然の家条例の一部改正

少年自然の家（滋賀県高島市今津町）
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〈主な質疑項目〉

○健都レールサイド公園と健都ライブラリーの指定

管理者を同一とする理由

○指定管理者の公園管理業務の範囲

○公園の制限行為の許可に関する権限を指定管理者

に付与することの是非

○健康増進に係る事業等を実施するための専門職の

配置及び他市事例

○一つの指定管理者候補者選定委員会が、市長及び

教育委員会それぞれの附属機関となり得る根拠

〈意見の概要〉

○健都ライブラリーとの関連で全体を見て判断

したいので、委員会では態度を保留し退席する。

〈主な質疑項目〉

○介護老人保健施設の指定管理者を公募した理由

○施設運営を市の外郭団体が行う意義

○選定委員会委員の選出方法

○同委員会が設定した各選定項目の妥当性

○一部の選定項目で採点に大きな差が生じた理由

〈意見の概要〉

○本会議の討論・採決まで態度を保

留したいので、退席する。

議案第106号　健都レールサイド公園の管理運営条例

議案第126号　介護老人保健施設の指定管理者の指定

〈主な質疑項目〉

○南山田デイサービスセンターを、建築年次の古い他のデイサ

ービスセンターより先に廃止することの妥当性

○市立デイサービスセンターに対する第三者によるモニタリン

グ、評価の実施の有無

○同センターを利用している障がい者の受け入れ先の確保等の

対応

議案第107号　老人デイサービスセンター条例の一部改正

賛成多数で

承 認
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議案第106号　健都レールサイド公園の管理運営条例

　 健都レールサイド公園（岸部新町）の管理運営に関し必要な事項を定めるも

のです。

議案第107号　老人デイサービスセンター条例の一部改正

　南山田デイサービスセンター（尺谷27番）を廃止するものです。

議案第126号　介護老人保健施設の指定管理者の指定

　 一般財団法人吹田市介護老人保健施設事業団を、平成31年４月１日から平

成36年３月31日まで指定管理者に指定するものです。

賛成多数で

承 認

賛成多数で

承 認

健都レールサイド公園で開催されたイベントの様子
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〈主な質疑項目〉

○ 当初から綿密に設計を行うことにより、契約変更 

を避ける必要性

○契約内容がさらに変更になる可能性

〈主な質疑項目〉

○工法改善等を実施することになった経緯　　　○工法改善等と工期の関係性

議案第113号　(仮称)岸部中住宅統合建替事業特定事業契約の一部変更

〈主な質疑項目〉

○当初設計において変更を想定できなかった理由

議案第116号　南吹田駅前交通広場築造工事

 請負契約の一部変更

議案第117号　北部大阪都市計画道路南吹田駅前線立体交差事業に伴う

 東海道本線550Ｋ600Ｍ付近南吹田架道橋新設工事協定の

 一部変更

全員賛成で

承 認

全員賛成で

承 認

全員賛成で

承 認

阪急バス株式会社との意見交換会を開催しました

　建設環境常任委員会では、委員会の所管事項である、まちづくり行政等

について、今後の委員会活動の参考とするため、昨年11月28日、公共交通

事業者である阪急バス株式会社と、市内のバス運行等の現状、課題、今後

の方向性等に関し意見交換しました。

南吹田駅 駅前交通広場

（仮称）岸部中住宅の完成イメージ図

整備が進む南吹田駅前交通広場

11月に開催した意見交換会
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議案第113号　(仮称)岸部中住宅統合建替事業特定事業契約の一部変更

　アスベスト処理のため、契約期間及び契約金額を変更するものです。

議案第116号　南吹田駅前交通広場築造工事請負契約の一部変更

　工事内容の変更により請負金額を変更するものです。

議案第117号　 北部大阪都市計画道路南吹田駅前線立体交差事業に伴う東海道

本線550Ｋ
キ ロ

600Ｍ
メートル

付近南吹田架道橋新設工事協定の一部変更

　工事内容の変更により協定金額を変更するものです。
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議案番号 案　　　件　　　名 議決結果

継続審査案件（平成30年９月定例会提案分）

議案第104号 平成29年度吹田市水道事業会計剰余金の処分について 決 原案可決

議案第105号 平成29年度吹田市下水道事業会計剰余金の処分について 決 原案可決

認定第２号 平成29年度吹田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定

認定第３号 平成29年度吹田市部落有財産特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定

認定第４号 平成29年度吹田市交通災害・火災等共済特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定

認定第５号 平成29年度吹田市勤労者福祉共済特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定

認定第６号 平成29年度吹田市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定

認定第７号 平成29年度吹田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定

認定第８号 平成29年度吹田市公共用地先行取得特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定

認定第９号 平成29年度吹田市病院事業債管理特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定

認定第10号 平成29年度吹田市水道事業会計決算認定について 決 認定

認定第11号 平成29年度吹田市下水道事業会計決算認定について 決 認定

報　　告

報告第25号 吹田市開発ビル株式会社の経営状況について 報告

報告第26号　 訴えの提起に関する専決処分について 報告

報告第27号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告

報告第28号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告

報告第29号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告

報告第30号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告

報告第31号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告

報告第32号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告

条　　例

議案第108号 吹田市立図書館条例の一部を改正する条例の制定について 文 原案可決

予　　算

議案第127号 平成30年度吹田市一般会計補正予算（第６号） 予 原案可決

議案第128号 平成30年度吹田市病院事業債管理特別会計補正予算（第１号） 予 原案可決

その他の議案

議案第110号 吹田市立認定こども園吹田南幼稚園建設工事（建築工事）請負契約の締結について 福 可決

議案第111号 吹田市立佐井寺小学校校舎大規模改造１期工事（建築工事）請負契約の一部変更について 財 可決

議案第112号 吹田市立佐井寺中学校校舎大規模改造１期工事（建築工事）請負契約の一部変更について 財 可決

議案第113号 （仮称）岸部中住宅統合建替事業特定事業契約の一部変更について 建 可決

議案第114号 南吹田駅前線取付道路築造工事（西工区）請負契約の一部変更について 建 可決

議案第115号 南吹田駅前線取付道路築造工事（東工区）請負契約の一部変更について 建 可決

議案第116号 南吹田駅前交通広場築造工事請負契約の一部変更について 建 可決

議案第117号
北部大阪都市計画道路南吹田駅前線立体交差事業に伴う東海道本線550Ｋ600Ｍ付近南吹田架道橋新設工事協定 

建
の一部変更について 

可決

議案第119号 吹田市立南山田市民ギャラリーの指定管理者の指定について 文 可決

議案第120号 吹田市民プールの指定管理者の指定について 文 可決

議案第121号 吹田市立内本町デイサービスセンターの指定管理者の指定について 福 可決

議案第122号 吹田市立亥の子谷デイサービスセンターの指定管理者の指定について 福 可決

議案第123号 吹田市立千里山西デイサービスセンターの指定管理者の指定について 福 可決

議案第124号 吹田市立藤白台デイサービスセンターの指定管理者の指定について 福 可決

議案第125号 吹田市立岸部中グループホームの指定管理者の指定について 福 可決

議員提出議案

市会議案第23号 認知症施策の推進を求める意見書 原案可決

市会議案第24号 日米地位協定の見直しを求める意見書 原案可決

議決結果 ＜全員賛成の議案及び報告案件＞
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＜全員賛成以外の議案＞

議案番号 案　　　件　　　名 議決結果

継続審査案件（平成30年９月定例会提案分）

認定第１号 平成29年度吹田市一般会計歳入歳出決算認定について 決 認定

条　　例

議案第106号 吹田市健都レールサイド公園の管理運営に関する条例の制定について 福 原案可決

議案第107号 吹田市立老人デイサービスセンター条例の一部を改正する条例の制定について 福 原案可決

議案第109号 吹田市立少年自然の家条例の一部を改正する条例の制定について 文 原案可決

議案第129号 吹田市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 財 原案可決

　修正案（議員提出分）　＊１ 否決

予　　算

議案第130号 平成30年度吹田市一般会計補正予算（第７号） 予 原案可決

議案第131号 平成30年度吹田市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 予 原案可決

議案第132号 平成30年度吹田市交通災害・火災等共済特別会計補正予算（第１号） 予 原案可決

議案第133号 平成30年度吹田市勤労者福祉共済特別会計補正予算（第１号） 予 原案可決

議案第134号 平成30年度吹田市介護保険特別会計補正予算（第１号） 予 原案可決

議案第135号 平成30年度吹田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）　 予 原案可決

議案第136号 平成30年度吹田市水道事業会計補正予算（第１号） 予 原案可決

議案第137号 平成30年度吹田市下水道事業会計補正予算（第１号） 予 原案可決

その他の議案

議案第118号 旧北千里小学校グラウンドの土地の処分について 財 可決

議案第126号 吹田市介護老人保健施設の指定管理者の指定について 福 可決

請　　願

請願第２号 中核市移行についての住民投票実施に関する請願 財 不採択

※案件名の後ろに記載している文字は、その案件が付託された委員会を表しています。記載のない場合は、委員会に付託されていません。

　決…決算常任委員会、財…財政総務常任委員会、文…文教市民常任委員会、福…健康福祉常任委員会、建…建設環境常任委員会、予…予算常任委員会

＊１　 議案第129号の修正案は、一般職の職員の給与（給料、期末手当、勤勉手当）、特別職の職員及び議員の期末手当について、国家公務員の給与の改定に準じ、引

き上げ等の改定を行おうとする原案に対し、特別職及び議員の期末手当の引き上げ等の改定を行わないようにするものです。

議決結果

日本共産党 公明党 自由民主党絆の会 維新の会 市民と歩む 新選会 翔の会 無
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認定第１号 認定 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 24 11

条　　例

議案第106号 原案可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 28 7

議案第107号 原案可決 × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 24 11

議案第109号 原案可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 28 7

議案第129号 原案可決 ○ ○ ○ × × × ○ ○ 24 11

議案第129号
【修正案(議員提出分)】

否決 × × × × ○ ○ × × 7 28

予　　算

議案第130号 原案可決 ○ ○ ○ × × × ○ ○ 24 11

議案第131号～

第135号
原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 31 4

議案第136号 原案可決 ○ ○ ○ × × × ○ ○ 24 11

議案第137号 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 31 4

その他の議案

議案第118号 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 31 4

議案第126号 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 30 5

請　　願

請願第２号 不採択 ○ × × × ○ × × × 11 24

賛成者は○、反対者は×としています。

会派名：維新の会＝大阪維新の会、市民と歩む＝市民と歩む議員の会、新選会＝吹田新選会、翔の会＝吹田翔の会、無＝無所属クラブ

賛否一覧表 全員賛成以外の議案について掲載しています。
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議案審査の詳細な内容等は、本会議録や委員会記録（図書館等での閲覧のほか、市議会ホームページの会議録検索システムから

でも閲覧可能）をご覧ください。i

次回のすいた市議会だより （No.306 ２月定例号）は平成31年（2019年）６月１日発行予定です。

平成31年（2019年）２月定例会日程

　２月定例会を２月22日㈮から３月25日㈪までの会期で開催しています。本会議の各質問日の質問者・項目や予算委員会の

総括質疑の質疑者・項目は、事前に市議会ホームページに掲載する予定です。なお、以下の日程以外にも委員会等を開催する

場合があります。※大阪府北部地震の影響で見合わせていた、議場での傍聴を再開します。（第４委員会室では議会中継を視

聴いただけます。）また、本会議での保育付き傍聴（２月22日の提案説明を除く）や手話通訳の派遣を実施していますので、希望

される方は、事前に議会事務局（電話06-6384-2644　FAX06-6338-0920)までご連絡ください。

●本会議　※いずれも午前10時開会予定

　２月22日㈮‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 提案説明

　３月１日㈮、４日㈪、５日㈫、６日㈬‥ ‥‥‥‥‥ 質　　問

　３月25日㈪‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 討論・採決

●委員会　

　３月６日㈬‥‥‥‥‥‥‥予算（全体会　※提案説明、資料要求）

‥ 財政総務、文教市民、健康福祉、建設環境

　３月７日㈭‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥財政総務、文教市民

　３月７日㈭、８日㈮‥‥ 予算（財政総務分科会、文教市民分科会）

　３月11日㈪‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥健康福祉、建設環境

　３月11日㈪、12日㈫‥‥ 予算（健康福祉分科会、建設環境分科会）

　３月19日㈫‥‥‥‥‥‥‥予算（全体会　※総括質疑、討論・採決）

※ 予算委員会は、予算議案を全体会と４つの分科会で審査します。財政

総務、文教市民、健康福祉、建設環境の各委員会は、それぞれ条例議

案等を審査します。開会時間については、６日㈬は本会議終了後に予

算委員会を開催し、予算委員会終了後、その他の委員会（提案説明、

資料要求のみ）を開催します。７日㈭以降は午前10時を予定していま

す。なお、７日㈭、11日㈪の予算委員会の各分科会は、各委員会終

了後にそれぞれ開会する予定です。

次の意見書案２件を可決し、政府等に送付しました。

（意見書の一部を抜粋して掲載しています。）

◆ 認知症施策の推進を求める意見書

　（ 1）認知症の人やその家族を支える社会を構築す

るため、認知症施策を総合的かつ計画的に推進

する基本法を制定すること。

　（ 2）認知症の診断を受けた直後の空白期間の支援

体制の構築を図ること。

　（ 3）若年性認知症支援コーディネーターの効果

的、効率的な活動を推進するための支援体制を

整備するとともに、認知症の本人の状態に応じ

た就労継続や社会参加ができる環境整備を進め

ること。

　（ 4）ビックデータを活用し、認知症施策の推進に

取り組むこと。また、次世代認知症治療薬の開

発や早期診断法の研究開発を進めるとともに、

認知症の人の心身の特性に応じたリハビリテー

ション等に関する研究を進めること。

◆ 日米地位協定の見直しを求める意見書

　 　日米地位協定により所在している米軍基地は、

所在自治体に過大な負担を強いている。同協定を

抜本的に見直すことを強く要望する。

市民から提出された次の請願１件を不採択としました。

○中核市移行についての住民投票実施に関する請願

～意 見 書～

～請 願～

９月定例会閉会日以後の主な議会活動

開催した会議

10　

月

2日 決算常任委員会

10日 議会運営委員会小協議会

15日 決算常任委員会財政総務分科会

16日 決算常任委員会文教市民分科会

17日 決算常任委員会健康福祉分科会

18日 決算常任委員会建設環境分科会

24日 決算常任委員会

11　

月

1日 中核市移行特別委員会

5日 議会広報委員会

7日
北大阪健康医療都市等のまちづくり

検討特別委員会

9日 建設環境常任委員会

16日 議会運営委員会小協議会

20日 議会運営委員会

27日 本会議、議会運営委員会

30日 議会広報委員会

12　

月

4日 本会議

5日 本会議

6日 本会議、議会運営委員会

7日 本会議、予算常任委員会

10日
財政総務常任委員会

予算常任委員会財政総務分科会

11日
文教市民常任委員会

予算常任委員会文教市民分科会

12日
健康福祉常任委員会

予算常任委員会健康福祉分科会

13日
建設環境常任委員会

予算常任委員会建設環境分科会

19日 予算常任委員会、健康福祉常任委員会

21日 議会運営委員会

25日 本会議

議 会 日 誌


